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私が出来るボランティア
山形・太田　優芽
　今年の夏。長かった髪を肩にかからない位ばっさり切った。さすがにいきなり長い髪を短くしてしまうことには抵抗があった。しかし私には髪を切るきっかけがあったのだ。
　昨年の冬。長すぎて鬱陶しくなった髪を切ることにした。その時、いつもお世話になっている美容師さんが，

「ヘアドネーションを導入したんだ。」

と言ったが、私は「ヘアドネーション」という言葉を知らなかった。すると、「ヘアドネーション」についてが書いてある紙が目に入った。ヘアドネーションとは、小児ガンや、事故で髪を失ってしまった人に、３１センチメートル以上切って寄付する活動だ。病気の人に寄付して、私の髪で喜んでくれるならと思い、興味が湧いた。そして、
「ヘアドネーションやってみたいので、今日は前髪だけでいいです。」

と言い、寄付するために綺麗に伸ばそうと決意した。

　やがて、夏になった。涼しげなショートヘアにしてみても良いなと思い、肩下３１センチメートル以上になったので、切りに行くことにした。しかし、いきなり髪型が変わるのは、とても不安だった。似合わなかったらどうしようという気持ちがあったからだ。そんな気持ちのまま、髪を切る日は近づいていった。

　そして当日。初めてのヘアドネーションを行う日だ。美容師さんは、
「もったいない。やっぱり切っちゃうの？」

と驚いたように言った。

「はい。」

病気の人の役に立つために決意したのだ。髪はまた伸びると思い、返事をした。席に座ると、髪を少しずつ分け、全て結ばれた。それから、肩から下の髪を切り落とされるのだ。ざくっという音が耳元からして、少しずつ頭が軽くなっていることが分かった。全て切り終え、整えてもらうと、美容師さんと、母から、
「似合っているね。」

と言われ、不安だった気持ちは消え去っていき、明日も安心して学校にいけると思った。

　それから、美容師さんに寄付する髪を触っても良いよと言われ、持ってみると、少しさびしい気持ちになった。髪の毛と一緒に手紙も送ることができたので、病気の方々へ私が髪の毛を寄付する事への思いを綴った。その時はスラスラ手紙を書けてしまって自分でも驚いた。ヘアドネーションはそれほどの体験だったのだろう。

　私は、この体験を行ってみて、他のボランティアについても考えてみた。しかし、私には髪の毛の寄付だからこそ出来たのだと思う。髪を短くするだけで緊張してしまうのに、臓器提供などの体にメスを入れて、命に関わってしまうボランティアをする勇気はないからだ。私は、こういうボランティアは、とても勇気があってこそ出来る行いだと思うし、出来る人を尊敬したいとも思う。
　それだけでなく、ボランティアには、寄付、提供以外にも、様々な種類がある。そのボランティアは、小さな事から大きな事まであり、私は道に落ちているゴミを拾う、それだけでも、地域を思いやる活動だと思う。この活動はとても気持ちの良いものだと学習した。

　私以外の人もボランティアに力を貸してほしいと思う。一人がゴミを拾っていて、心が動かされる人はたくさんいると思うからだ。こういった人が増えると、社会が明るくなると思うからだ。私は関係ないと思わずに、ボランティアに協力する心が大切だと思う。

　最近、よくテレビで見る復興活動を積極的に行っている人達がすごいなと思う。津波や洪水の被害に遭い、家族や家を無くしているのに、町の復興を頑張っている。その人達を思うと、困っている人を見て見ぬふりは出来ない。だから、今回のヘアドネーションも、また髪が伸びたら挑戦したい。他にも社会に役立てるボランティアを見つけて取り組んでいきたいと思う。この体験を通して私のボランティアへの意識が変わった。

　伝えたい。自分以外の人への思いを持って行動することで、自分自身が何よりの幸福をいただくことになることを。相手の笑顔を心の中で想像することで自分も笑顔になれるのだ。世の中気付かないうちに私も見知らぬ人に支えてもらっているのだろう。そのように考えると私も自分がしてもらう分、自分が出来ることをお返ししていきたいと思う。思いやり、支え合うことで小さな幸せの連鎖が生まれていくと思うからだ。
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